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        絶好の天候に恵まれ、スキー登山組も一部登頂できま

した。薙刀登山組も余裕の山行できたようで石徹白の楽しみが広がった

と思います。1600ｍの山といえこの時期の稜線は冬山そのもの。場合

によっては頂上に拘らないのも必要です。おしたにさんでの宴会も楽し

かったですね。 

りてくる。全員無事に下山。 

夜は民宿おしたにで大宴会。差し入れのお酒も美味しく、歌も歌いな

がら大盛り上がり。OB との交流も楽しむことができた。 

翌日は毎年恒例の餅つき。つきたての餅と豚汁を頂く。豚汁が最高に

美味しかった。また来年も来たいと思える企画であった。 

      当日の朝、刈谷を出発した部隊と無事に合流し、民宿おしたにを出発。中居神社近くの駐車

場へ到着。天気は快晴。準備を整え、登山開始。 

初めは緩やかな登りが続く。天候がとても良く風もほとんど無いため、気持ちの良い汗を流しながら進む。

途中１回休憩を取り、2 時間ほど経ったところで和田山牧場跡に到着。視界が一気に開ける。野伏ヶ岳、

薙刀山ともに綺麗に見える。ここからでも冬山の美しさを十分に堪能できる景色である。 

その後ダイレクト尾根へ出るために一気に傾斜がきつくなる。シールが十分に効かず時折滑りながらもな

んとか尾根へ出る。そして尾根沿いに進んで行き、野伏ヶ岳が近づいてくる。もうあと少しというところ

で、シールが効かず滑ってしまい、自分ひとりでは立て直せない状況に。先輩メンバーにサポートいただ

きなんとか体制を立て直すが、これ以上は危険と判断しここであきらめることに。余力のあるメンバーは

頂上を目指し進んで行き、無事登頂。 

登りで体力を使い切ってしまったようであり、下りスキーは踏ん張りがきかなかったため、安全第一でお

野伏ヶ岳:CL 天野, 竹内, 松浦,

日置、山スキー:金子, 神戸, 森, 

小野寺 , 山口 , 藤田 (勝 ) 薙刀

山:CL 亀山,小田,大日岳他:塚本, 

浜島, 油井, 青山, 福井, 岡田 

2/7 晴れ 

 08:20 白山中居神社発 

 10:15 和田山牧場跡 

 13:20 頂上 

 15:20 和田山牧場跡 

 16:20 白山中居神社着 

 

 
 
 

 

 

 

  スキー・ボード＆雪山体験 

 

 

 

2015 年 2 月 7 日（土） 岐阜県石徹白 

 3／10 

山口達哉 

15/03/03 

神 

戸 

15/03/01 

山 

口 

  2 

野伏ヶ岳,薙刀山 


